
＜ 動物のすみか ～ ⑦ ハエ、ハナアブ、ガガンボのなかま ＞

こんにちは。９/27，10/４にひたち野うしく小３年生と歩いたみずべ公園、今回はハエやハナアブ、

ガガンボのなかまを紹 介しましょう。
しょうかい

花の蜜や花粉を食べるのは、チョウやハチだけではありません。ハエのなかまにもいますし、花専門
みつ か ふ ん せんもん

の「ハナアブ」とよばれるハエに近いグループもあります。ハナアブのなかまで一番よく目にするもの

の一つに、上のホソヒラタアブがいます。もようも特ちょうあるので、比較的見分けやすいでしょう。
ひかくてき

この日は他に、池のそばのミゾソバやハッカの花で複眼に粉をまぶしたように見えるキゴシハナア
ふくがん こな

ブや、大型のオオハナアブ、複眼のもようがおもしろい小型のツマグロキンバエも見られました。
おおがた ふくがん こ が た

最後にガガンボのなかま

の交尾。ガガンボはカを大

きくしたような姿ですが、

人をさしたりはしません。

キイロホソガガンボの

成 虫は花の蜜を、幼 虫は
せいちゅう みつ ようちゅう

植 物の根を食べるそうで
しょくぶつ

す。また、ホリカワク

シヒゲガガンボの幼 虫
ようちゅう

は腐葉土を食べるようで
ふ よ う ど

す。【理科支援員:宮内
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ブタナ(左)とコケオトギリ(右)の蜜をなめるホソヒラタアブ。
みつ

左からミゾソバの蜜をなめるキゴシハナアブ､ハッカに来た同種、オオハナアブ、口に蜜なのか水滴なのかツマグロキンバエ。
みつ どうしゅ みつ すいてき

キイロホソガガンボ(左)の交尾と、ホリカワクシヒゲガガンボ(右)の交尾。
こうび こうび


